Studies on the total synthesis of antibiotic Altemicidin by 高田, 一範
氏名 高田 一 範









(Studies on the Total Synthesis of伽tibioticAltemicidin) 
論文審査 委員 主査教授大船泰史 副主食 教授飯尾 英夫
副亨査助教授坂u 和自主
論文内 容の要旨




本論文では，アルテミシジンの 1-アミノ -2ー ヒドロキシカル*"ン階部分構造のαーケトアミノ酸エ
ステルを聞いた不斉転写型ストレッカー (AT S)合成と，アルテミシジン全合成の鍵中間体である光学
活性(lR.2S. 4aS， 6aR) -1ー アミノ -2 ヒー ドロキシ-5ーオキソー1.2，3.3a，4.5，6.6aー オクタヒドロペ
ンタレンー 1ー カルボン酸の合成について述べる。
木論文は3京から構成されているの第 1章では，アルテ ミンジンの5員環部に相当する (lR，25) -1 -
アミノ ー2ー ヒドロキシンクロペンタンカルボン酸の環状系で・は初めての例であるATSf.i成を用いた立
体選択的構築について述べる。第2牢では， 5位置換シクロペンタノン誘導体のATS合成について述べ
るつ5位アリル置換体のATS合成は期待した 2ー オキソー1， 4ー オキサジン-4aー カルポニトリル
体ではなく， 5 -71)ル-2ー シクロペンテノンを生成した。本反応を精査した結束， この異常反応は.
系巾で生成するイミン中間体からエナミン中間体への速やかな民性化によることが明らかになった。第3
:~~i:では. ビシクロ[3.3. 0]オクタン誘導体をmいたATS合成と，標的化合物である(lR.2S， 4aS， 6aR)-























1 : 1の生成比で与えたυ 望ましいシン型の不斉縞助基を除去しアルテミシジンの4連続不斉中心を満






? ， ?? ?
?
